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６
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５
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奥

奥

井

奥

弁天まつり

が
っ
し
り
頼
も
し
く
、
ほ
っ

こ
り
温
か
く
、
ず
っ
し
り
歴
史

の
重
み
が
あ
る

そ
ん
な
赤
レ

ン
ガ
建
築
の
魅
力
を
ぎ
っ
し
り

詰
め
込
ん
だ
本
を
、
港
区
の
女

性
、
佐
藤
啓け

い

子こ

さ
ん

写
真

が
上
梓

じ
ょ
う
し

し
ま
し
た
。
そ
の
名
も

ズ
バ
リ

赤
レ
ン
ガ
近
代
建
築

歴
史
をい

彩ろ
ど

っ
た
レ
ン
ガ
に
出

会
う
旅

。
四
月
一
日
の
発
行

以
来
、
港
区
を
中
心
に
静
か
に

評
判
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
教
会
や
倉
庫
で
今
も
活
躍

明
治
維
新
の
前
後
か
ら
西
洋

文
化
と
し
て
日
本
に
入
っ
て
来

た
赤
レ
ン
ガ
建
築
は
、
政
府
の

近
代
化
政
策
に
乗
っ
て
瞬
く
間

に
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
が
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の
急

速
な
普
及
に
よ
っ
て
そ
の
使
命

を
終
え
た
か
に
見
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
今
で

も
教
会
や
倉
庫
、
車
庫
、
橋
、

工
場
、
駅
舎
、
刑
務
所
、
博
物

館
、
図
書
館
、
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど
現
役
バ
リ
バ
リ
で
活
躍

し
て
い
る
も
の
、
中
に
は

廃は
い

墟き
ょ

と
し
て
そ
の
存
在
感
を
さ

ら
に
増
し
て
い
る
も
の
な
ど

が
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
す
。

◆
味
わ
い
所
を
簡
潔
に

そ
ん
な

つ
わ
も
の

の
中

で
も
特
に
お
気
に
入
り
の
七
十

数
カ
所
を
著
者
は
全
国
に
訪

ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
ど
こ
ろ
、

味
わ
い
ど
こ
ろ
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

港
区
の
誇
る

築
港
赤
レ
ン
ガ

倉
庫

住
友
倉
庫
（
共
に
海

岸
通
二
丁
目
）も
登
場
し
ま
す
。

ど
の
頁ペ

ー

にジ

も
赤
レ
ン
ガ
建
築

へ
の
愛
情
と
尊
敬
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
何
よ
り
写
真
が
い
い
。

そ
れ
に
劣
ら
ず
文
が
い
い
。
女

性
な
ら
で
は
の
柔
ら
か
く
、
分

か
り
や
す
く
、
感
性
豊
か
な
文

章
の
中
に
、
各
た
て
も
の
に
ま

つ
わ
る
蘊う

ん

蓄ち
く

（
歴
史
、
デ
ザ
イ

ン
、
レ
ン
ガ
の
積
み
方
、
設
計

者
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
な
ど
）
が
し

っ
か
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
港
区
活
性
化
に
も
一
役

佐
藤
さ
ん
は
赤
煉れ

ん

瓦が

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
員
。
ガ
ー
デ
ン
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
。
著
書

に
は
こ
の
他
に

な
ど
。
港
区
海
岸
通
に
あ

る
昭
和
初
期
の
名
建
築

商
船

三
井
築
港
ビ
ル

で
画
廊

ス

テ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
主し

ゅ

宰さ
い

。

天
保
山
赤
煉
瓦
倶く

楽ら

部ぶ

代

表
と
し
て
地
元
活
性
化
に
も
一

＝

＝

＝

＝

＝

＝

佐藤啓子 編著 青幻舎 刊

歴史を彩ったレ
ンガに出会う旅
歴史を彩ったレ
ンガに出会う旅

役
買
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
海
岸

通
一

五

二
五
、
商
船
三
井

築
港
ビ
ル
一
階
、
地
下
鉄
大
阪

港
駅

出
口
か
ら
海
側
へ
歩
五

分
、
六
五
九
九

二
八
七
七
、

赤
レ
ン
ガ
近
代
建
築

青
幻

舎
（
京
都
市
中
京
区

〇
七
五

二
五
二

六
七
六
六
）
か
ら

発
行
。

５
判
一
六
〇
頁
。
本

体
一
八
〇
〇
円
。

住
民
参
加
型
の
地
域
イ
ベ
ン
ト

弁
天
ま
つ
り

が
四
月
二
十
九
日
午
後
、
オ
ー
ク
広
場
（
弁

天
一
丁
目
オ
ー
ク

）
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
区
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
弁
天
町
会
連
合
会
（
上

田
哲
夫
会
長
）
と
オ
ー
ク

が
毎
年
こ
の
時
期
に
共
催
し
、
十
六
回
目
。

★
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
も

舞
台
で
は
正
午
か
ら
地
域
住

民
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
歌
や
踊

り
が
次
々
と
登
場
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
港
区
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

ス
タ
ー
・
ダ
ス
タ
ー
ズ

は

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

こ
の

広
い
野
原
い
っ
ぱ
い

な
ど
四

曲
を
披
露
。
五
十
代
の
土
居
順

子
さ
ん
（
弁
天
一
）
率
い
る
ダ

ン
ス
グ
ル
ー
プ

土ど

居い

さ
ん
の

グ
ル
ー
プ

は
昨
年
に
続
い
て

躍
動
感
溢
れ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
で
会
場
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

♪
高
水
準
歌
唱
に
喝
采

毎
年
人
気
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト

カ
ラ
オ
ケ
大
会

で
は
各

町
会
よ
り
す
ぐ
り
の
老
若
男
女

二
十
数
組
が
次
々
と
登
壇
。
こ

の
大
会
は
レ
ベ
ル
が
高
い

と

区
民
の
間
に
評
判
が
立
つ
だ
け

あ
っ
て
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
高
水

準
の
歌
唱
。
会
場
か
ら
拍
手
喝か

っ

采さ
い

が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
想
通
り
の
大
混
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
、
次

の
各
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

優
勝

青
木
美
香
子
さ
ん

（
弁
天
ク
ロ
ス
タ
ワ
ー
町
会
）

天
城
越
え

準
優
勝

佐

藤
猛
雄
さ
ん（
五
丁
目
東
町
会
）

な
ご
り
川

会
長
賞

吉

田
由
里
香
さ
ん
・
竹
崎
理
さ
ん

の
ペ
ア
（
一
丁
目
町
会
）

未

来
予
想
図

女
性
部
長
賞

木
山
順
子
さ
ん
（
四
丁
目
北

町
会
）

暗
夜
行
路

店
舗

会
賞

渡
部
武
志
さ
ん
（
二
丁

目
東
町
会
）

千
の
風
に
な
っ

て

オ
ー
ク
賞

杉
本
量
二

さ
ん
（
五
丁
目
中
町
会
）

大

阪
か
た
ぎ

ゲ
ス
ト
賞

山

崎
基
さ
ん
（
一
丁
目
町
会
）
ま

た
逢
う
日
ま
で

■
ド
ク
さ
ん
が
平
和
訴
え

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
途
中
、
来

阪
中
の
グ
エ
ン
・
ド
ク
さ
ん

（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
軍
が
使

っ
た
枯か

れ

葉は

剤ざ
い

の
影
響
で
双
子
の

兄
ベ
ト
さ
ん

一
昨
年
死
亡

と
体
の
一
部
が
く
っ
つ
い
た
状

態
で
生
ま
れ
た
）
の
一
行
が
奥

野
正ま

さ

美み

市
会
議
員
に
連
れ
ら
れ

て
登
壇
。ド
ク
さ
ん
は
枯
葉
剤

の
犠
牲
者
は
他
に
も
た
く
さ
ん

い
ま
す

と
今
な
お
悲
惨
な
実

情
を
訴
え
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム

の
友
好
と
世
界
平
和
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う

と
呼

び
か
け
、
大
き
な
拍
手
を
受
け

ま
し
た
。
ド
ク
さ
ん
は
二
十
八

歳
。三
年
前
に
結
婚
し
、来
年
一

月
に
子
供
が
生
ま
れ
る
予
定
。

プ
ロ
級
の
歌
唱
力
で

未
来
予

想
図

を
熱
唱
し
、
会
場
を

唸
ら
せ
た
吉
田
由
里
香
さ
ん
・

竹
崎
理
さ
ん
の
ペ
ア

豊
か
な
声
量
で
情
感
た
っ
ぷ
り

に

矢
切
の
渡
し

を
歌
う
宇

山
重
美
さ
ん

誠
実
さ
の
こ
も
っ
た
温
か
な
歌

声
で

乾
杯

を
熱
唱
す
る
木

藤
一
彦
さ
ん

張
り
の
あ
る
声
と
伸
び
や
か
な

節
回
し
で

あ
ん
た
の
花
道

を
歌
う
鎌
田
照
子
さ
ん

★
ラ
イ
ブ
や
ビ
ン
ゴ
も

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
あ
と
に
は

港
区
在
住
歌
手
・
松
浦
ゆ
み
さ

ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
プ

ロ
の
歌
唱
で
会
場
の
ム
ー
ド
は

ピ
ー
ク
に
。
最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
で
再
び
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
興
奮
の
う
ち
に
、
夕
方
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
弁

天
連
合
女
性
会
に
よ
る
恒
例

ぜ
ん
ざ
い
茶
屋

（
一
杯
百

円
）
は
、
今
年
も
早
々
に
売
り

切
れ
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

●
こ
の
催
し
で
春
感
じ
る

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

橋
場
の

渡
し

（
五
木
ひ
ろ
し
）
を
歌

っ
た
伊
藤
武た

け

司し

さ
ん

（
四

丁
目
西
町
会
）
は
、

毎
年
こ

の
催
し
で
春
が
来
た
ん
や
と
感

じ
ま
す
。出
場
は
十
回
く
ら
い
。

透
き
通
っ
た
ボ
ー
カ
ル
で
堂
々

と

千
の
風
に
乗
っ
て

を
歌

い
上
げ
る
渡
部
武
志
さ
ん

米
軍
枯
葉
剤
の
犠
牲
に
な
っ
た

ド
ク
さ
ん（
右
か
ら
２
人
目
）も

登
壇
し
、日
本
ベ
ト
ナ
ム
の
友

好
と
世
界
の
平
和
を
呼
び
か
け

た
（
右
端
は
奥
野
市
会
議
員
、

左
の
３
人
は
ド
ク
さ
ん
に
同
行

し
た
病
院
関
係
者
や
通
訳
）

五
木
ひ
ろ
し
は
初
め
て
で
す

が
、
小こ

節ぶ
し

な
ど
聴
か
せ
ど
こ
ろ

が
一
杯
つ
ま
っ
た
こ
の
歌
に
惚ほ

れ
込
み
、
集
会
場
で
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
私
は
賞
な
ど

意
識
せ
ず
に
、
た
だ
歌
う
の
が

好
き
で
、
個
人
的
に
は
賞
は
な

い
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
全
体
を
通
じ
て
、
弁

天
各
地
域
の
元
気
の
花
が
一
斉

に
咲
き
競
っ
た
よ
う
な
、
溢
れ

る
活
気
が
印
象
的
で
し
た
。

香西かおりさん

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香こ
う

西ざ
い

か

お
り
さ
ん

四
月
一
日
に
後
援

会

か
お
り
倶く

楽ら

部ぶ

の
事
務

所
を
夕
凪
に
開
設
し
、
活
動
を

始
め
た

大
阪
テ
・
キ
エ
ロ

浪
花
悲
歌

エ
レ
ジ
ー

（
共
に
朝あ

さ

比ひ

奈な

京
子
作
詞
・
杉
本
眞ま

さ

人と

作
曲
）

好
評
発
売
中

五
月
十
七
日

（
日
）
十
二
時
十
五
分

十
三

時

の
ど
自
慢
出
演

六
月
九
日（
火
）十
四
時
五
分

三
十
五
分

ラ
ジ
オ

歌

の
散
歩
道

出
演
。
か
お
り
倶

楽
部
は
夕
凪
一

一
一

一
八

ロ
ー
レ
ル
ハ
イ
ツ
一
階
、

六
五
七
六

七
五
七
六
。

●
ユ
ニ
ッ
ト
・
人
間
や
ろ
か

日に
ち

々に
ち

是こ
れ

好こ
う

日じ
つ

生
き
る
歓
び

時
は
平
成
二
十
一
年
。
舞
台

は
富
士
山さ

ん

麓ろ
く

の
樹じ

ゅ

海か
い

。
持
参
金

つ
き
の
守
護
神
も
登
場
し
、生

と
死
を
テ
ー
マ
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
人
間
模
様
。
生
き
る
こ
と

自
体
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た

現
代
、
本
当
に
生
き
る
と
は
何

か
を
問
い
か
け
る
。
同
劇
団
は

社
会
の
現
状
を
ぼ
や
く
老
若
男

女
六
人
が

喜
劇
タ
ッ
チ
で
世

の
中
の
こ
と
考
え
て
も
ら
お

と
結
成
し
、
今
回
が
二
回
目
。

六
月
十
三
日
（
土
）
十
四
時

同
十
七
時

同
十
四
日（
日
）

十
三
時

同
十
六
時
の
四
回
。

前
売
千
八
百
円
。
問
合
せ
は
会

場
の
石
炭
倉
庫
（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
駅
か
ら

国
道
四
三
号
を
北
へ
直
進
、
安

治
川
堤
防
突
当
り
右
す
ぐ
、

六
五
八
一

〇
六
六
四
）
へ
。
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